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平成 30年 12月期第 2四半期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

 

本日公表の業績結果を踏まえ、平成 30年 2月 14日に公表した平成 30年 12月期第 2四半期業績予想と実績

との差異につきまして、下記の通りお知らせいたします。 

記 

平成 30年 12月期第 2 四半期(累計)連結業績予想と実績値との差異(平成 30 年 1月 1日～平成 30年 6月 30日) 
 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
四半期 
純利益 

1株当たり 
四半期 
純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 2,990 65 65 40 3.20 

今回実績（Ｂ） 2,865 40 44 42 3.21 

増減額（Ｂ－Ａ） △124 △24 △20 2 ― 

増減率（％） △4.2 △37.4 △31.7 5.0 ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 29年 12 月期第 2四半期） 

2,947 16 34 67 5.42 

（注）平成 29年 7月 1日付で株式併合を行ったため、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当た

り四半期純利益を算定しております。 

 

●業績予想と実績との差異並びに業績予想修正の理由 

ロボット機器事業の業績につきましては、ほぼ予定通りに推移したものの、文具事業においては国内販売が振

るいませんでした。主な要因は、仕入商品である輸入筆記具の売上減少です。 

ロボット機器事業は引き続き堅調に推移する見込みであり、文具事業においても新製品の投入を予定してい

ることなどから、通期業績予想につきましては、現時点で変更はありません。 

※平成 30年 7月豪雨により、文具事業の天応工場（広島県呉市）が被災し、業績に与える影響を精査中です

が、現時点で軽微であると予測しております。 

 

以上 


